





































































































































































































































































































































人にあげん˺ノドス （a）」、○「˹むつか˺しいニャ ˏない˹か˺と˹思いまっ ˺˹˹せ
（d）」。
疑問文について。ノヤ系は問題なく現れる。聞き手への問いかけでも自問で














　ˏ今˹度˺ˏいつ ˹来て くれる˺˹˹ネ。　　˹来て くれる˺˹˹ニャ。（a）（c）
　　　　　　　  ˹来て くれる˺ノ˹エ。　˹来て くれる˺ノ（˹）˹ヤ
④［聞き手にひどいことをされたので立腹して］（下例「る」は「ん」も）




























































































前に付く語 位置 数 非文末の後続語
にや * 非過去 文末 1 －
ね ** 非過去 文末 6 －
の 非過去 文末 1 －
のどす
非過去 文末 5 －
非過去 非文末 4 し、もん 2、やろ（どっしゃろ）
のや 非過去 非文末 2 おへん、ろか










前に来る語 位置 数 非文末の後続語
にゃ 非過去 文末 1 　
ね 非過去 文末 26 　
ねん 非過去 文末 5 　
の
非過去 文末 7 　
非過去 非文末 30 え 4、か 26
過去 非文末 1 か
のじゃ * 非過去 文末 1 　
のです 非過去 非文末 2 か 2
のどす
非過去 文末 5 　
非過去 非文末 13 か 5、がな 1、けど 2、さかい 2（どっ




あらへん 2、がな 2、けど 3、さかい 4、
し 1、やったら 3、で 15、な 2、なあ 5、
ないか 5、もん 2、ろ 18
のん
非過去 文末 2 　
非過去 非文末 1 え
のんどす
非過去 文末 2 　
非過去 非文末 1 か
のんや 非過去 文末 3 　
ん
過去 文末 1 　
過去 非文末 19 え 3、か 16
んどす
過去 文末 15 　
過去 非文末 10 か 1、けど 2、さかい 3（どっ～）、や
ろ 3（どっしゃろ）、え 1（どっ～）
んや
過去 文末 50 　
過去 非文末 23 から 1、がな 1、けど 2、さかい 4、て1、で 2、な 2、なあ 1、やろ 9
非過去 ** 文末 6 　















































ネ ネー ネン ネヤ ノヤ ノジャ ノンジャ ンジャ
曽呂利文末 2 1 2 0 2 4 1 0




文末 1 0 0 0 0 0 0 0
非文末 0 0 0 0 0 0 0 0
文三文末 1 0 0 0 0 0 0 0
非文末 0 0 0 0 0 0 0 0










文末 2 1 13 4 0 0 0 0















2（な） 0 1（がな） 3（い、な
い、ん）
3（い） 1（い） 0




0 0 1（さかい）1（さかい） 1（い） 0 0
計 文末 25 3 29 7 3 16 1 1



























非過去 文末 4* 2**
非過去 非文末（え、か（いな）；か（いな）） 19 7
のだっ
非過去 文末 0 0
非過去 非文末（ナシ；か） 0 2
のです
非過去 文末 0 1
非過去 非文末 0 0
のどす






非過去 文末 0 0
非過去 非文末（さかい $、しゃろ $、せ；ナシ） 4 0
のとちが
非過去 文末 0 0
非過去 非文末（うの $） 1 0
のや
非過去 文末 27 12
非過去 非文末（さかい、ったら） 31 9
の ん（ の ン 1
を含む）
非過去 文末 1 0
非過去 非文末（か（いな）） 0 4
の
過去 文末 1*** 1****
過去 非文末 0 0
*疑問文 3、平叙文 1、**疑問文 1、平叙文 1。***平叙文。****疑問文
京阪方言の比較　　39
表 4-2
前の語 位　　　置 『祇』 『浪』
にゃ
非過去 文末 0 0
非過去 非文末（けど、さかい $、ったら $；ろ $） 9 1
表 4-3
前の語 位　　　置 『祇』 『浪』
ん





んです 過去 文末 0 5
んです、んでしょ 過去 非文末（ナシ；う $） 0 1
んどす
過去 文末 6 0
過去 非文末（か $、けど $、わ ;ナシ） 4 0
んとちが
過去 文末 0 0
過去 非文末（う $、います $;ナシ） 2 0
んどっ
過去 文末 0 0
過去 非文末（せ ;ナシ） 2 0
んにゃ
過去 文末 0 0
過去 非文末（けど＄;ナシ） 1 0
んや
過去 文末 9 18
過去
非文末（がな $、さかい、って $、な
$、もン $、やろ $、やわ $；おわへん




非過去 文末 0 1*
非過去 非文末 0 0
んです
非過去 文末 0 1
非過去 非文末（ナシ；か $） 0 1
んや **
非過去 文末 0 4
非過去
非文末（ナシ；さかい、ったら、で、















「37年版→ 84年版」の順に示す。にや→のや 6例、にや→ねや 3例、んや









前の語 位　　　置 『祇』 『浪』
ね
非過去 文末* 18 42
非過去 非文末 0 0
ねや
非過去 文末 0 4
非過去 非文末（けど、で $、な $、やろ（か） 0 9
ねん（ねン 2例
を含む） 





音便形 文末 0 9












































どす 96 だす 7
どっ 19 だっ 19
どん 1 だん 5
　 　 だ 1










おす 17 おへ 2










































やし 15 やす 11
やす 58 　 　

























































「長」では 3拍までヤが入り（3拍下 1段 11例；2拍下 1段 1、上 1段 10、カ


















段に i も現れるが a が優勢。これは母方言の京都方言の影響も考えられるが、
上記のように a が比較的優勢な大阪人もあったようで、誤りとも言えない。ま









































5段 a 行かは 31 11
5段 i 笑いは 0 5
2拍 1段ヤ有 居やは 21 8
2拍 1段ヤ無 出は 1 0
3拍 1段ヤ無 くれは 11 7
4拍 1段ヤ無 倒れは 0 1
4拍 1段ヤ有 忘れやは 0 1
て・で 言うては 26 16











5段動詞は、京都 a ヘン（ˏ飲˹ま˺へん）で統一、大阪 e ヘン（ˏ飲˹め˺へん）
が多いが a ヘンも少し。ともにャヘン← i ヤヘン← i ヤセンからの変化。1段・
サ変・カ変は、京阪ともヤヘンの形が古いが、終止形 2拍の動詞を除きほぼヤ
は消滅。ヤがない場合、京都は下 1段 e ヘン（ˏ食˹べ˺へん、˹出˺ーへん）、上 1












































＊非丁寧 語　例 『祇』 『浪』
5段 aヘン わからへん 24 9
5段 eヘン わかれへん 0 23
下 1段 eヘン でけへん 2 14
上 1段 iヒン 見いひん 0 1
上 1段 iヤヘン いやへん 1 2
下 1段 eヤヘン 　 0 0
サ変 eヘン せえへん 0 4










＊丁寧 語　例 『祇』 『浪』
5段 aシマヘン わからしまへん 13 0
5段 aシマセン もらわしません 1 0
5段 eシマヘン あれしまへん 0 1
5段 eシメヘン くれはれしめへん 0 5
下 1段シマヘン でけしまへん 2 1
上 1段シマヘン できしまへん 1 0
サ変 eシマヘン せえしまへん 0 1
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